
指針第２号様式

４　温室効果ガスの排出の状況

3 6 年度）の温室効果ガス排出の状況

５　温室効果ガス排出量の抑制に係る目標の達成状況

（１）温室効果ガス排出量の抑制目標の達成状況

令和 3 年度 令和 6 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

t-CO2 t-CO2 t-CO2 t-CO2 t-CO2

％ ％ ％ ％

t-CO2 t-CO2 t-CO2

％ ％ ％

令和 3 年度 令和 6 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

％ ％ ％ ％

％ ％ ％

（２）進捗状況に対する自己評価（目標の達成／非達成の理由）

計画期間 年度目（令和

　昨年度は目標を達成できたが、今年度は非達成となった。電気使用量に関して昨年度より0.7％程増えたが基
準年度と比較すると4.6％程下がっていた。冷温水に関して冷水が昨年度より2.8％下がっていたが基準年度より
13％程上がっていた。温水に関して昨年度より44.6％上がり基準年度より28.3％上がっていた。非達成の理由と
しては、電気使用量では達成していたが冷温水に関して20.7％程上がってしまったのが要因と思われます。近年
特に気候の変動が激しかったのが要因の一因と思われます。

備考１　温室効果ガスの排出の状況のうち、エネルギー起源二酸化炭素を除く温室効果ガスの排出量については、温室効果
　　　ガスの種類ごとに3,000トン以上の場合に限り計上してください。
備考２　温室効果ガス総排出量とは、エネルギー起源二酸化炭素の排出量と、種類ごとに3,000トン以上の温室効果ガスの排
　　　出量の合算をいいます。
備考３　原単位あたりの排出量とは、事業活動の特性を的確に示すものとして事業者自らが選択する工場等の床面積、製品
　　　の出荷量その他の指標になる単位量あたりの温室効果ガス排出量をいいます。
備考４　温室効果ガスみなし総排出量とは、温室効果ガス総排出量に対し、クレジット等の環境価値に相当するもの及び再
　　　生可能エネルギー等の利用による温室効果ガスの削減量等を調整したものをいいます。

削減率（対 基準年度）

原 単 位 あ た り の
み な し 排 出 量

削減率（対 基準年度）

項　　　　目
基準年度の実績 目標 計画期間の実績

原 単 位 あ た り の
排 出 量

削減率（対 基準年度）

温 室 効 果 ガ ス
みな し 総排 出 量

削減率（対 基準年度） 3.0 0.6 2.1 ▲ 0.5

温 室 効 果 ガ ス
総 排 出 量

1,608 1,560 1,598 1,575 1,617

温室効果ガス総排出量（①～⑩合計） 1,617 t-CO2

温室効果ガスの抑制の目標設定方法 総排出量

項　　　　目
基準年度の実績 目標 計画期間の実績

⑧六ふっ化硫黄 t-CO2

⑩エネルギー起源二酸化炭素（発電所等配分前） t-CO2

⑨三ふっ化窒素 t-CO2

⑥ハイドロフルオロカーボン類 t-CO2

⑦パーフルオロカーボン類 t-CO2

④メタン t-CO2

⑤一酸化二窒素 t-CO2

①エネルギー起源二酸化炭素の排出量 1,617 t-CO2

①
を
除
く

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

（
二
酸
化
炭
素
換
算
）

②非エネルギー起源二酸化炭素（③を除く。） t-CO2

③廃棄物の原燃料使用に伴う非エネルギー起源二酸化炭素 t-CO2



指針第２号様式

６　温室効果ガスの排出の抑制に係る措置の実施状況

（１）自らの事業活動に伴い排出される温室効果ガスの抑制に係る措置の実施状況

電気機器 ・機器購入、更新時には省エネ型の物を導
入する。　　　　　　・退出、無人時は可
能な限りPC、プリンター他事務用機器の電
源をOFFにするかアンプラグする。
・営業時間外における冷蔵、冷凍機器陳列
ケース附設のカバーを使用し消費電力を抑
制すると共に、損傷したカバーの速やかな
修繕対応に注意する。

・使用しない電
気機器、又は無
人時の電気機器
の電源OFFの徹
底
・設備点検を通
じ損傷カバーの
早期修繕による
チャンスロスの
削減を図る

・キーテナントにおいては、商
品ケースの一部の照明を節電中
の表示を行い消灯させた
・電気代の高騰もあり各テナン
トで節電に心掛けた

水利用の合理化 ・トイレの水量調整
・従業員の節水意識改善

・トイレ不良時
の対象部品によ
る早期修繕対処
・定水量弁の増
設の検証

・トイレ水量の調整管理の実施
・従業員へ節水を呼び掛けた。

受変電等 ・変圧器容量と契約電力を検証し、過剰な
変圧器容量の削減について精査する。
・デマンド制御管理によるピーク時負荷
カット等により最大需要電力を抑制する。
・従業員に対し、電機機器の運用に伴う効
果的な電力使用環境を常に意識する為の指
導を推進する。

・中央監視設備
による機器稼動
時刻を意識し電
力利用状況を捉
え安定した電力
利用を実施する

・契約電力を検証し令和5年2月に590
ｋｗを588ｋｗへ変更、令和6年2月に
588ｋｗを574ｋｗに変更しました。
・中央監視設備による機器稼働時間
を意識し電力利用状況を捉え安定し
た電力利用を意識した。

動力設備等 ・エレベーター等の動力設備の更新・改修
を計画し実施する

・エレベーター
等更新・改修の
際に省エネを意
識して計画を立
てて実施する

・エレベーター5号機の更新改修
工事を令和6年2月～3月に実施し
省エネ型のエレベーターに更新
した

空調設備：冷暖
房

・基準管理温度の統一、適正化と維持管
理。　　　　　　　　　・ブラインドの活
用化による日射負荷を減少させ冷暖房効果
を高める。
・中間期等可能な限り外気を取入れ空調機
器の運転を削減する。
・空調機フィルターの定期清掃による効果
的な運転環境を維持する。

・熱利用量の削
減
・清掃作業のス
ケジュール化

・空調機のフィルターを定期的
に清掃した。
・テナント営業時間を考慮して
運転時間の見直しを行った。

受電・照明設備 ・年間を通して外灯の適切な点灯時間管理
に努める。　　　　　　　・入居テナント
専有区画内の継続的なLED化への推奨を図
る。

・日之出、日の
入時刻に基づく
外灯等点灯時間
の定期管理を維
持する
・キーテナン
ト、テナントの
LED化推奨と実
施

・外灯の定期管理をこまめに
行った。
・入居テナントへLED化を推奨し
た

取組の区分 具体的な取組の内容 取組の目標 取組の実施状況



指針第２号様式

（２）再生可能エネルギー及び未利用エネルギーの利用の状況

　 ア　計画期間 3 年度目（令和 6 年度）における利用の状況

　イ 上記のうち、他のものに供給した電力及び熱

（３）環境価値（クレジット等）の活用の状況

計画期間 3 年度目（令和 6 年度）におけるクレジット等の利用

（４）みなしの排出量の算定に利用した温室効果ガス換算量（みなしの削減量）の合計

（５）その他の地球温暖化対策に係る措置の実施状況

（６）「環境保全の日」等に特に推進すべき取組の実施状況

t-CO2

・従業員への環境教育の推進として、従業員に対して環境教育の実施
・使用するコピー用紙は再生紙を奨励するとして、引き続き購入する用紙は再生紙を購入し
使用した。　・文房具はグリーン購入対象品を奨励するとして、文房具の購入はグリーン購
入対象商品を購入した。

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

熱 t-CO2

クレジット等の種類 創出地 温室効果ガス換算量（みなしの削減量）

区　分 再生可能エネルギーの種類 温室効果ガス換算量（みなしの削減量）

電　力 t-CO2

導入年度 設備等の種類 概要（規模、性能、発生エネルギー量等）


